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平成 23 年 6 月期（連結・個別）業績予想との差異に関するお知らせ 

平成 22 年８月 11 日に公表いたしました平成 23 年６月期（連結・個別）の業績予想と実績に差異が生じ

ましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 23 年６月期（連結）業績予想との差異（平成 22 年７月１日～平成 23 年 6 月 30 日） 
 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1 株当たり当期純利益

 
前回予想（Ａ） 

百万円 

14,200 
百万円

750
百万円

730
百万円 

230 
円  銭

2432.34
今回修正（Ｂ） 14,465 790 779 314 3428.69
増減額（Ｂ－Ａ） 265 40 49 84 － 
増 減 率 1.9％ 5.4％ 6.8％ 36.7％ － 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 2 年 ６ 月 期 ） 

12,812 739 704 292 3134.28

 

２．平成 23 年６月期（個別）業績予想との差異（平成 22 年７月１日～平成 23 年 6 月 30 日）              

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期純利 益 1 株当たり当期純利益

 
前回予想（Ａ） 

百万円 

9,000 
百万円

510
百万円

480
百万円 

150 
円  銭

1586.31
今回修正（Ｂ） 8,519 513 500 218 2381.48
増減額（Ｂ－Ａ） △480 3 20 68 － 
増 減 率 △5.3％ 0.7％ 4.2％ 45.6％ － 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 2 年 ６ 月 期 ） 

8,603 507 471 214 2291.20

 

 

３．差異の理由 

 （1）連 結    
連結子会社である株式会社ビービーエフは EC システム構築支援・運用サービス（以下、EC 事業）

及び TV ショッピング支援事業（以下、TC 事業）を展開しておりますが、EC 事業においては、既出

店ブランドの売上高の拡大、新規取り扱いブランドの増加に加え、昨年 12 月から本年１月に掛けての



冬物セールの販売が好調に推移いたしました。 

TC 事業につきましては、3 月度単月では東日本大震災の影響を大きく受け、当社が販売を予定して

いた TV ショッピング専門チャンネルが数日間放映されない状態が続き、その期間に計画をしていた販

売が出来ませんでした。しかしながら、４月以降は通常営業へ戻り、年間通しては当初の計画を上回る

結果となりました。そして、昨年より台湾で海外展開を図っておりますが、月額の売上高は 50 百万円

を超え、順調に成長しております。 
以上により、連結の売上高・利益ともに当初の予想数値を上回りました。 

 

（2）個 別    

当社の主要な事業であるスペースサービスにつきましては、競争激化による販売価格の低下、及び

お客様の事業規模縮小による解約が発生しております。また、当社の主力プロダクトである「Isilon
シリーズ」のストレージ機器販売は、新規顧客の獲得があったものの、企業の IT 投資抑制の影響及び

競合他社製品との価格競争により、個別の売上高は当初の予想数値を下回りました。 
一方、営業利益・経常利益につきましては、収益体質の強化に向けてコスト削減委員会による徹底

したコスト削減策の実行により、当初の見込みを上回ることができました。 
当期純利益につきましては、当社が保有する有価証券において、減損処理による評価損２件を特別

損失として見込んでおりましたが、うち１件は、投資先の業績向上に伴い、評価損を実施しなかった

ことから、当初の予想数値を大幅に上回りました。なお、もう１件につきましては、当第３四半期に

投資有価証券評価損 108 百万円を特別損失として計上しております。 
 

以 上 


